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昭和52年12月
昭和56年3月
昭和62午4 打
昭和63年6月
〒成3 午12打
平成15年5 目
平成17年10月
安全工学恊会安全工学恊会創立_ム十周年記念論文賞
口本鉱業会日本鉱業会奨励賞
日本鉱業会日本鉱業会論文賞
石油技術協会石油技術協会論文賞
安全工学協会安全11学協会論文賞
東北地力鉱山保安表彰保安優秀者保安功労者
全倒鉱山保安表彰保安優秀者保安功労背
学会等における活動(役職等)
日本粉体工業技術恊会粉じん螺発試験法委員会委員(昭和62年~平成2年)
日本粉休工業技術協会粉じん爆発献験払委員会副委員長(平成2午~平成5年)
日本鉱樂会東北支部常議員(昭和腿年~昭和腿年)
資源・素材学会東北支部常議員印召和63年~継村び円
資源・粂材学会東北支部企画委員長(平成5年)
日本化学会防災専門委員会委員(平成5年~平成12年)
FirS11nternational confa'ence on solvo・TI〕ennalReactionS 糸H1敲委上1会委員(斗り戎 6 何り
日木化学会アンケート実行小委員会委員(平成9年~平成13午)
日本粉体工業技術恊会粉じん輝発試験法委貝会委員長い怖艾5年~継村び円
日本学術会議資源開発工学研究池絡委員会委員(平成6年~平成9年)
右油技術恊会理*いγ成6年~継続中)
資源・索材学会理、・り(平成 7年~十:成 9 打:)(平成12年)
Joint sixth inta'nationalsyn叩Osium on Hy山'otl〕ermalRcadions & Fourlh
Inten〕ational confa'ence on solvo・Thennal ReactionS 示且弁ι委員会委貝('γ万艾121手)
11〕e Third lnternational sylnposium on Hazards, R、evention, and Mitigation of
1爪IUS廿ialExplosions chajrman (平成12年)
資源・業材学会東北支部支部長(平成12年)
資源・楽材学会東北支部企画委員(平成Ⅱ年~継続小)
昔断原・素材学会評議員(平成13年~継絖中)
The sevent111nternationalsymposi山n on Hydr0111ermal Rezcuons
組織委員会委員い1ι成15年)
靡棄物学会東北支部剛支部長(平成15年~締絖中)
Sixth lnternaⅡonalconference on solvolhermalReactionS 組織委貝会委員(平成16年)
廃棄物学会年会突行委員会副委員長(平成17年~平成18年)
社団法人石油学会理*いF成16年~平成18年)
社会における活動
国際協力事業団鉱山保女コース講師(昭和57年~昭和57年)
国際恊力事業団石炭鉱山保安コース運営委員会委員(昭和58年~昭和61年)
横手平鹿広域市町村團組合南部衆境保全センター嘔故女・1策委貝会委員長(平成4年)
関東束北地方鉱山保安恊議会東北地区分利・会委員い1成4年~平成17年)
エンジニアリング振興協会石油開発環境安全センター捌査部会部会長(平成4年)
日本学術会議資源開発工学連絡委員会委員いF成6年~平成9午)
日本学術会議エネルキー・資源1学研究述絡委員会委員(平成9午~平成15年)
消防庁危険物委員会枩員(平成10年~乎成13年)
消防庁危険物等の危険性に関する凋査検討委員会委員(平成13年~乎h虹5年)
NED0電線豊被穫材燃料科化技術開発委員会委員(平成10年~平成141・)
学術審議会専門委員科学研グ証を分科会委員(平成Ⅱ年~平成12年)
???
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(山Z礁山10 吾薗湿〒薗詣駒斗1諸劃Slf亟隠靴餅剥獣詞山Z1劃ホ
(小獣鼎~山Π知ホ)萄注こ裂例豆肖叩Υ4薪中
1 DusrEXPLOSIBIUIYIN PNEUNIATIC SYSTEMS
Encydopedia ofFluid Mechanics voLUME4 Solids and Gas・solids FIOWS
C11ApfER19 P.563~P.609
N. P. cheremisin0丘, Edltor
GUHPUI)11Shing company a986年) H. Enomoto andT. Matsuda
水攻法の水処理ハンドブック
2.水と粘上鉱物に対する一般知識
2.1水の性質(2.1.1純水,2.1.2 水の猫造,2.1.3 水の物理的性質,2.1.4
水への溶解と析出)
2.2 水の成分(2.2.1 水の分類,2.2.2 水溶解成分と浮遊成分,2.2.37」q原別
による水の成分)
P.6~P.23発行イ三油技袖汁窃会(1988年)
執筆者榎本兵治他
石油技術恊会用語集
編条者生産技術委員会・生産技術用語分科会
発行所石抽技術恊会 a989年) P.1~P347
快筆者榎本兵治他
粉じん爆発一危険性評価と防止対策一
P.1~P.184
監修者社団法人日本粉体工業技術協会
発行者,発行所株式会社オーム社(1991年)
編著者榎本兵治
防火・防爆対策技術ハンドブック
第2編火災・爆発現象
第5章噴霧および粉じん爆発
P.411~P.427
発行所株式会社テクノシステム(1鈎4年)
著者榎本兵治
微生物資源工学
発行者コロナ社(1996年)
茗者千田佶,榎本兵治他
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火 災 便 覧 第 3 版
第 2 編 各 種 の 火 災 の 実 態
7 章 産 業 火 災 爆 発
P . 4 5 9 ~ P . 4 6 5
編 者 日 木 火 災 学 会
発 行 者 共 立 出 版 株 式 会 社 住 9 9 7 年 )
茗 者 榎 本 兵 治
8
水 熱 利 ・ 学 ハ ン ド ブ ッ ク
第 3 章 熱 水 お よ び 超 臨 界 水 に よ る 有 機 物 質 の 処 埋
P . 5 3 7 ~ P . 5 7 1
編 者 水 熱 利 9 ン ＼ ン ド ブ ッ ク 編 集 委 員 会
発 行 所 技 報 堂 出 版 株 式 会 社  a 9 9 7 年 )
執 笙 者 榎 本 兵 治 他
9
新 安 全 工 学 便 覧 ( 総 目 次 )  5 J 暴 発 災 害 の 防 止 ( P . 2 8 4 ~ P . 2 9 3 )
5 . 3 粉 じ ん 爆 発
5 . 3 . 1 粉 じ ん 爆 発 災 害
5 . 3 . 2  粉 じ ん 爆 発 の 特 ・ 徴
5 . 3 . 3 粉 じ ん 爆 発 危 険 1 牛 の 予 測 と 評 価
5 . 3 . 4 爆 発 特 性 パ ラ メ ー タ
編 者 安 全 [ 学 恊 会
発 行 所 株 式 会 社 コ ロ ナ 社 ( 1 9 9 9 午 )
執 篭 者 榎 本 兵 治
1 0
化 学 安 全 ガ イ ド
第 2 章 火 災 と 爆 発
P . 1 7 ~ P . 5 7
編 者 社 団 法 人 日 本 化 学 会
発 行 所 丸 善 株 式 会 社  G 9 9 9 年 )
編 集 委 員 お よ び 執 筆 者 榎 本 兵 治 他
処 分
1 1
新 版 防 火 ・ 防 爆 対 策 技 術 ハ ン ド ブ ッ ク
第 2 編 火 災 ・ 爆 発 現 象
第 5 章 噴 霧 お よ び 粉 じ ん 爆 発
P . 4 7 1 ~ P . 4 8 6
発 行 株 式 会 社 テ ク ノ シ ス テ ム
2 0 0 4 年 9 月 2 9 日 発 刊
編 集 委 員 お よ び 執 筆 者 榎 本 兵 治 他
12 Biotechn010gical approach for (1evelopment of microbial enhanced oil recove1γ
IeC1狐ique
(PErROLEUM BI0IECHNOLOGYDevelopmentsand perspectives)
[sludies in sU1イace science and calalysls, V01.151 (2004) 405~4451
K. Fujiwara, Y. sugai, N. Yamasaki, K. ohno, C. X. Hong and H. Enolnoto
11.調査報告書
1.微生物EOR技術に関する研究
平成8午3"
+夏dヌ兵治
2.超希薄ガスの燃料資源化を目的とする旋回流型超過エントロピー燃焼器の燃
焼特性
平成9年3j,
榎本兵治
3.微生物EOR技術に関する研究
平成9年3月
榎本兵治
4.生ゴミ等有機廃棄物の1耻式燃焼によるエネルギー資源化に関する研究
斗ι成10年3月
榎本兵治
3
5.微生物EOR技術に1開する研究一有用微生物の探索とEOR適用性評価一
平成12年3月
榎本兵治
Ⅲ.研究論文
1. New ExperimenlalMethod for studies ofDust Explosions
[combustlon and Flame,21 住973),17フ~186]
W.1Shihama and H. Enolnoto
2 Experimentalstudy ofthe Explosion charactel'istics ofMetalDust clouds
[Reprinted hom Fifteenth symposium (1nlernatjonaD on combustion,(1974)
479~487]
XV.1Shihama and H. Enomoto
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農 産 物 粉 末 の 爆 発 1 寺 性
[ 安 分 工 学 ,  V O L . 1 4  N O . 4  ( 1 9 7 5 )  2 心 ~ 2 4 9 ]
石 濱 渉 , 榎 本 兵 治
H e a t  T r a n s t e l ' i n  a  c o n t i n u o u s  M o d e l  F U I ' n a c e  :  A  c o m p a r i s o n  o f T h e o l y  a n d
E X I 〕 e r i m e n t
I k l A S M E  p u b l i c a l i o n ,  a 9 7 5 )  1 ~ 1 1 1
H .  E n o n 〕 o t o ,  Y i h " w a n  T s a l  a n d  R .  H .  E s s e n h i g h
石 炭 ・ 農 産 物 等 可 燃 性 粉 じ ん 雲 の 爆 発 特 性 と 爆 発 威 力 の 推 定
[ 安 全 工 学 ,  V O L . 1 5  N O . 5  a 9 7 6 )  3 0 9 ~ 3 1 劇
石 濱 渉 . 榎 本 兵 治
E x p e r i m e n l a l S 加 d y  o f E x p l o s i o n  c h a r a c t e l ' i s t i c s  o f  c a r b o n a c e o u s  D U S l c l o u d s
I A r c h i W 山 n T e r m o d y n a m Ⅱ d  l s p a l a n i a , 7  a 9 7 6 )  3 4 9 ~ 3 6 3 ]
W . 1 S h i h a m a ,  H  E n o m o t o  a n d  M .  u m e z u
爆 発 実 験 容 器 中 に お け る 炭 じ ん 雲 の 爆 発 跡 ガ ス に つ い て
Π ヨ 本 鉱 業 会 、  9 3  a 9 7 フ )  4 8 3 ~ 4 8 剖
石 濱 渉 , 榎 本 兵 治 , 山 尾 信 ・ 吹 お
炭 じ ん 一 岩 粉 澀 合 粉 じ ん の 爆 発 特 ・ 性 に 関 す る 研 究 ( 第 1 料 D 一 実 驗 結 巣 一
Π ヨ 本 鉱 業 会 誌 , 9 6  ( 1 9 8 0 )  3 1 9 ~ 3 2 4 ]
石 濱 渉 , 榎 本 兵 治
粉 じ ん 雲 の 若 火 エ ネ ル ギ ー に 関 す る 研 究 一 実 験 の 方 怯 と 火 花 方 如 遜 持 続 時 問 の
昂 ラ ' 縛  1
[ 安 全 工 学 .  V O L . 2 1  N O . 5  ( 1 9 8 2 ) , 2 7 3 ~ 2 7 9 ]
石 演 渉 , 榎 本 兵 治 , ! 駒 J 中 武 , 梅 津 実 , 東 猛 , 荷 福 正 治
炭 塵 ・ メ タ ン ガ ス ・ 空 気 混 合 気 の 爆 発 上 限 界
一 炭 塵 ・ メ タ ン ガ ス ・ 空 気 湿 合 気 の 爆 発 特 性 に 関 す る 実 験 研 究 ( 第 ・ 一 幸 脚
Π ・ 1 本 鉱 業 会 誌 , 9 8  ( 1 9 8 2 ) . 9 3 3 ~ 船 7 ]
石 波 渉 , 榎 本 兵 治 , 関 本 善 則
粉 じ ん 雲 の 着 火 エ ネ ル ギ ー に 関 す る 研 究 2 一 従 来 型 火 花 放 地 発 生 裴 置 に よ る
着 火 エ ネ ル ギ ー の 測 定 一
[ 安 全 丁 学 ,  V O L 2 2  N O . 1  a 9 8 3 )  2 5 ~ 3 1 ]
石 濱 渉 , 榎 木 兵 治 , 駒 井 武 , 梅 津 実 , 盧 鑑 章
4
5
6
7
8
9
1 0
1 1 ,
12 炭じん・メタンガス・空気混合気の仙拶E発生圧力および爆発跡ガスについて
一炭じん・メタンガス・空会U昆合気の爆発特性に関する実験研究(第2机)ー
[n本鉱業"志.鯛 a983)フ~12]
石濱渉,榎木兵治,関本善則,山尾信・一郎
炭じん・岩粉ソ昆介粉じんの爆発岩i性に開する研究(第2手聯一分粒岩粉による
突験結果一
「臼オ辻広業会誌,99 (1983) 899~904]
優本兵治,イ_1濱渉
炭じん・岩粉混合粉じんの低濃度域における爆子引眼界について一炭じん・岩粉澀
合粉じんの爆発特性に関する研究(第3ネ脚一
[口本鉱業会,1志,99 (1983) 971~975]
榎本兵治,石濱渉
炭じん・岩粉混合粉じん高濃度域における爆発限界について一炭じん・岩制j況合
粉じんの爆発特性に関する研究(第4平脚一
[日本鉱業会誌,99 a983) 1035~1040]
榎木兵治.石演渉
炭じん雲の爆窕下限界に関する研究(第1+脚ーシミュレーションならびに計
算粘果と実験結果の比岐一
[日本鉱業会i志,100 (1984) 1113~111剖
榎本兵治,駒井武,石濱渉
炭じん雲の煤発ド限界に関する研究(第2幸脚一灰分の景釜畔ならびにド限界濃
度の商易計算法についてー
[日本鉱業会,1志,101 (1985) 3駐~356]
榎本兵治,駒井武,右演渉
火攻法に関する基礎的研究(第1報)一実.験室用シミュレーターの開発一
[石油技術恊会誌, V0上.50, NO,5 (1985) 303~313]
棲本兵治,洪承燮、只木貞力,田Π'正'
水攻法において圧入水に極微量の界油活性剤を添加した場合の効果に関する
基礎的研究
[1子油技術1窃会1、よ, V0上.51 NO.3 (1986) 209~217]
榎本兵治,洪承燮,田H・,正三,幾世橋広
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火 攻 法 に 関 す る 基 礎 的 研 究 ( 第 2 帳 )
一 原 杣 の 妙 慰 尭 速 度 並 び に 原 油 の 多 成 分 性 に 関 す る パ ラ メ ー タ ー の 測 定 一
[ イ i 油 技 術 協 会 誌 ,  V O L . 駐 ,  N O . 5  ( 1 9 8 6 )  3 7 フ ~ 3 8 5 ]
榎 本 兵 治 , 洪 水 燮 . 田 巾 正 三 , 千 田 佶
火 攻 法 に 関 す る 基 礎 的 研 究 ( 第 3 報 )
一 改 良 4 相 7 成 分 モ デ ル の 開 発 一
[ 石 油 技 術 協 会 誌 .  V 0 1 " . 5 2  N O . 1  ( 1 9 8 7 )  1 2 ~ 2 1 ]
榎 本 兵 治 , 洪 承 燮 , 田 中 正 、 ニ , 千 田 佶
堆 積 粉 休 層 の 熱 伝 導 率 と そ の 温 度 依 存 性
[ 安 令 工 学 ,  V O L . 2 6  N 0 2  ( 1 9 8 7 )  8 5 ~ 9 0 ]
榎 本 兵 治 , 福 地 知 行 、 幾 世 橋 広 , 京 宗 補 , 田 巾 正 三
微 粉 炭 用 集 じ ん 機 で の 火 災 の 火 源 に 関 す る 一 者 察
[ 安 全 工 学 ,  V O L . 2 6  N O . 3  ( 1 9 8 7 )  1 5 3 ~ 1 6 0 ]
榎 本 兵 治 , 荷 福 正 治 . 出 口 衡 , 山 尾 信 一 郎
火 攻 法 に 関 す る 基 礎 的 研 究 ( 第 4 ま 脚
一 火 攻 法 実 験 並 び に そ の 結 果 と シ ミ ユ レ ー シ ョ ン の 結 果 と の 比 較 一
[ 石 油 技 術 恊 会 ; 、 占 .  V 0 上 . 5 2  N O . 5  ( 1 9 8 7 )  3 8 1 ~ 3 9 1 ]
榎 本 兵 治 , 洪 承 燮 , 幽 中 正 三 . 千 田 佶
火 攻 法 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 研 究 ( 第 1 穀 )
一 基 準 と し た 状 態 に お け る シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 結 果 と 火 攻 法 の 村 N 由 挙 動 に つ い て ー
[ 石 油 技 術 協 会 誌 ,  V 0 上 . 5 3  N 0 3  a 9 8 8 )  2 3 0 ~ 2 3 5 ]
榎 本 兵 治 , 洪 承 燮 , 田 小 正 三 , 下 田 佶
火 攻 法 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 研 究 ( 第 2 亨 田
一 初 期 の 水 飽 和 率 , 絶 対 浸 透 率 , 孔 隙 率 並 び に 油 層 の 厚 さ の 影 響 に つ い て ー
[ 石 油 技 袮 汁 窃 会 誌 ,  V O L . 5 4  N 0 3  a 9 8 9 )  2 1 9 ~ 2 3 0 ]
榎 木 兵 治 . 洪 承 燮 , 田 小 正 三 , 下 田 佶
火 攻 法 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 研 究 ( 第 3 卓 脚
一 残 留 油 飽 和 率 , 原 油 の 比 重 鎚 並 び に 空 気 圧 入 量 の 影 智 に つ い て ー
[ 石 油 技 袮 什 弱 会 誌 ,  V 0 上 . 5 4  N O . 5  a 9 8 9 )  3 5 0 ~ 3 5 剖
榎 本 兵 治 . 洪 承 燮 , 田 ヰ . 正 三 , 千 田 佶
火 攻 法 の 適 用 性 判 定 と 挙 動 予 測 に つ い て
[ 石 油 技 林 Ⅱ 窃 会 誌 , V O L . 5 4  N O . 6  ( 1 9 8 9 )  4 9 1 ~ 四 5 ]
榎 本 兵 治 , 洪 承 燮 , 田 中 正 三 , 下 田 佶
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29 右炭地下ガス化による水素製造に関する某礎的研究
[資1原・案材学会. V01.106 NO.12 (199① 731~736]
清田佳美,士屋範芳,榎本兵治,千田佶
後退式火攻法に関する塾礎的研究(第1平脚
一酸素供給速度の影糾一
[石油技術恊会i志,VOL.55 NO.5 (1990) 315~324]
竹田正俊,榎本兵治,千田佶
後退式火攻法に関する基礎的研究(第2縦)
原油比重,油飽和率,油舸圧力の影紳並びに反応機枇についてー
[右油技術協会誌,VOL.55 NO.5 (1990) 325~334]
竹田仟俊,榎本兵治,千田佶
後退式地卜燃焼採油法の採収率改善のための触媒利用
[素材ヰ勿性学雑誌, V0上.3 NO.2 (1990) 8~1剖
竹田止俊,榎本兵治,千田佶
容量方父電による炭じん雲の着火現象に関する・ぢ察
[安令工学, VOL.29 N03 a990) 162~167]
榎本兵治,盧鑑章.駒井武,石濱渉
各種火攻法の4寺徴一油屑内挙動と採収率一
[石抽技術恊公誌, V0上.56 NO.6 a99D 507~516]
榎本兵治.千山佶
Fundamentalsludies on the utilizalion ofwaste Gasts containing 上eaner Fuel
Gases lhan TI〕eir kan Limits
IEnviromnenla11Ssues and Managemenl ofX入laste in Energy and Min敬'al
Produdion,2 住992) 1203~12081
M. Takahashiand H. Enom010
30
31
37
32
33
34
7
35
36 油層浸透性のi品度依存性と火攻法の排紬機1捌こ関する研究
(素材物性学雑誌, VOL.5 NO.2 (1992) 51~5剖
洪承燮,榎本兵治.千田佶
石抽の増同収を月的とした炭化水素利用菌の架稙培養に関する研究僻H幸田
一炭化水素利用菌の探索と代謝機能によるスクリーニングー
[石油技術協会誌, VOL.57 NO.2 (1992) 125~132]
木下睦,榎本兵治,沈巣彬,下田佶
83 8
石 油 増 回 収 を 口 的 と し た 炭 化 水 素 利 用 菌 の 集 稙 培 養 に 関 す る 研 究 ( 第 2 報 )
一 単 触 菌 に 対 す る 金 属 イ オ ン の 影 誓 一
[ 孑 1 油 技 術 恊 会 誌 ,  V 0 上 . 5 7  N O . 2  ( 1 9 9 2 )  1 3 3 ~ 1 4 1 ]
木 、 F  睦 , 榎 本 兵 治 . 鴻 巣 彬 . 千 田 佶
石 油 の 増 回 収 を 目 的 と し た 炭 化 水 素 利 用 菌 の 集 枝 培 養 に 関 す る 研 究 ( 第 3 机 )
一 酵 母 エ キ ス 添 加 の 影 饗 一
[ 石 油 技 術 恊 会 1 志 ,  V O L . 5 9  N O . 2  ( 1 9 9 2 )  1 7 4 ~ 1 7 9 ]
木 下 睦 , 榎 本 兵 治 , 千 田 イ 占
石 油 の 増 回 収 を 目 的 と し た 炭 化 水 素 利 用 菌 の 集 枝 培 養 に 関 す る 研 究 ( 第 4 帳 )
2 F ・ N W 8 9 0 1 菌 株 の 利 用 に 関 す る 研 究 一
[ 孑 1 油 技 徐 汁 影 会 i 志 .  V O L . 5 9  N O . 2  a 四 4 )  1 8 0 ~ 1 8 6 ]
木 下 睦 , 榎 本 兵 治 , 下 田 佶
高 1 品 熱 水 に よ る ポ リ 塩 化 ビ ニ ル 廃 棄 物 の 脱 塩 楽 化 処 理
[ 廃 耳 琳 勿 学 会 諭 文 誌 ,  V O L . 6  N O . 1 ( 1 9 9 5 )  1 6 ~ 2 2 ]
榎 木 兵 治 , 畠 山 厚 志 , 加 腰 綻 重
水 ・ 空 気 を 含 む 岩 石 の 熱 伝 導 率 に 関 す る 実 験 研 究
一 多 孔 質 岩 石 の 熱 伝 導 率 に 関 す る 研 究 ( 第 1 帳 ) ー
[ 資 源 ・ 楽 材 学 会 結 ,  V O L . 1 1 1  N O . 8  a 9 9 5 )  5 3 7 ~ 融 2 ]
出 Π 衛 , 幾 世 橋 広 , 榎 本 兵 治
三 相 系 相 乗 平 均 モ デ ル に 基 づ い た 相 関 式 の 導 出 と 多 孔 質 岩 右 の 有 効 熱 伝 導 *
の 解 析
一 多 孔 質 岩 石 の 熱 伝 導 率 に 関 す る 研 究 ( 第 2 幸 櫛 一
[ 資 源 ・ 素 材 町 を 会 誌 .  V O L . 1 1 1  N O . 1 4  ( 1 9 9 5 )  1 0 0 7 ~ 1 0 1 3 ]
出 口 衛 . 幾 世 橋 広 . 榎 本 兵 治
グ リ ー ン タ フ 地 域 の 変 質 岩 の 熱 伝 導 *
一 多 孔 質 岩 石 の 熱 伝 導 率 に 関 す る 研 究 一
[ 日 本 地 熱 学 会 誌 ,  V O L . 1 8  N O . 3  ( 1 9 9 6 )  1 7 5 ~ 1 9 9 ]
出 「 1  衛 , 幾 世 橋 広 . 榎 本 兵 治
嫌 気 性 菌 の 油 別 内 培 養 に よ る 石 油 の 増 進 回 収 に 関 す る 基 礎 的 研 究
一 菌 の 採 取 と 集 積 培 養 菌 の ス ク リ ー ニ ン グ ー
[ 石 油 技 術 協 会 誌 ,  V O L . 6 1  N O . 4  a 9 9 6 )  3 1 1 ~ 3 1 釘
米 林 英 治 , 洪 承 燮 , 木 下 睦 , 榎 本 兵 治 . 千 田 佶
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46 嫌気性菌の油層内培養による右油の増進回収に関する基磋的研究
一単離菌の機能性評価一
[石油技術恊会誌, VOL.61 NO.5 (1鮒6),443~451]
米林英治,洪承燮,木下睦,榎本兵治,千田佶
微生物攻法に関する研究の現状とフィールドテストへの艦望
[右油技術恊会誌, VOL.61 NO.6 (1996) 485~493]
米林英治,田口充,藤原和弘,吉田信一郎,榎本兵治
高温高圧アルカリ水溶液による加硫EPDMゴムの油化における反応1品度と反
応時間の影縛
一超臨界域のアルカリ水溶液による加硫ゴム廃棄物の再資源化街11゛脚一
辻敏原・素材学会誌, V0上.112 NO.13 (1996)船5~940]
天王俊成,藤田恵美,榎本兵治
力師京EPDMゴムの油化における超臨界域のアルカリ水熱反応の特徴と生成油
状物の上学的利用
一超臨界域のアルカリ水溶液による加硫ゴム廃棄物の再資源化(第2最)ー
圧鰯原・業材学会誌, VOL.112, NO.13 (1996) 941~946]
天モ俊成,藤田恵美,榎本兵治
13C・NMR Evidence for Hydrogen supply by water for polymer cracking in
Supa'criticalwaler
IchemislryLetters (1997) 163~164]
M. Nalくahara,1. Tennoh, C. wakai, E. Fujila and H. Enomoto
嫌気性菌の油層内培養による石油の増進回収に関する基礎的研究
ーサンドパックを用いたMEOR評価突験一
[右油技術恊会誌, VOL.62 N03 a997) 195~202]
米林英治,洪承燮,木下睦.榎本兵治.千田佶
嫌気性菌の油層内培養による石油の増進回収に関する基礎的研究
9A菌を用いた油層増進回収実験における排油挙動の検討一
[fi油技術恊会i志, VOL.腿 NO.4 (1997) 304~310]
米林英治,洪承燮,木下睦,榎本兵治、千田佶
火攻法におけるエマルションの形成機楢と火攻法の物理モデル
[石油技φ樹窃会誌. VOL.63 NO.3 (1998) 251~257]
洪承燮,木下睦,渡部孝行.榎本兵治
47
48
49
50
9
51
52
53
1 0
5 4
S u p a ' c r i l i c a l w a t e r  c r a c l d n g  a n d  w a s h l n g  o f u s e d  p o l y m e r
[ T h e  R e v i e w  o f  H i g h  p r e s S 山 ' e  s c i e n c e  a n d  T e c h n 0 1 0 g y ,  V O L . フ ( 1 9 9 8 )  1 4 2 9 ~
1 2 3 1 ]
T .  T e n n o h ,  H .  E n o m o t o ,  C 、  w a k a i a n d  M .  N a k a h a r a
油 層 の 先 住 微 生 物 を 利 用 し た M E O R 研 究
[ 石 池 技 術 協 会 誌 ,  V O L . 6 3  N O . 5  ( 1 9 9 8 )  4 3 2 ~ " 1 ]
華 生
去 :
洪 承 燮 , 榎 木 兵 治 , 千 田 佶 , 崔 永 万 , 梁 春 秀 .
M e t h a n o l F o r m a t l o n  介 o l n  D i c h l o r o m e t h a n e  u n d e r  H y d r o t h e r n 〕 a l c o n d i { i o n s
I c h e m i s l w  L e l t e r s  ( 1 9 9 9 )  8 3 ~ 8 4 1
Y .  Y a m a s a k i ,  H .  E n o m o t o ,  N .  Y a m a s a l d  a n d  M .  N a k a h a r a
火 攻 法 に お け る 油 の 改 質 と エ マ ル シ ョ ン の 流 動 特 性 に 関 す る 研 究
[ 石 " 則 支 術 恊 会 誌 .  V 0 1 " . 6 4  N O . 2  ( 1 9 9 9 )  1 8 4 ~ 1 9 1 ]
洪 承 燮 . 木 F  睦 , 渡 部 孝 行 . 榎 本 兵 治
ポ リ エ チ レ ン の 超 醐 界 水 分 解 油 化 に お け る 基 礎 的 処 理 条 件 の 検 討
[ 資 源 ・ 素 材 学 会 誌 ,  V 0 上 . Ⅱ 5  N O . 4  ( 1 9 9 9 )  2 4 5 ~ 2 5 1 ]
守 谷 武 彦 , 榎 本 兵 治
M E O R フ ィ ー ル ド テ ス ト を 想 定 し た T U  - 7 A 株 の 代 誘 N 舌 吽 の 推 定
[ 石 油 技 袮 汁 窃 会 誌 ,  V O L . 6 4  N 0 3  ( 1 9 9 9 )  2 3 3 ~ 2 4 1 ]
菅 野 明 , 池 田 修 ・ 一 郎 , 米 林 英 治 . 榎 本 兵 治 . 洪 承 燮
幡 質 油 の 火 攻 法 に 関 す る 燃 焼 管 実 験 お よ び 火 攻 法 数 値 シ ミ ュ レ ー タ の 妥 当 性
に 関 す る 検 討
[ イ i 油 技 術 1 窃 会 誌 ,  V 0 上 . 悦  N O . 3  ( 1 9 9 9 )  2 4 2 ~ 2 5 1 ]
洪 承 燮 . 木 下 睦 , 渡 部 孝 行 , 榎 本 兵 治
C h a r a c t e r i s l i c s  o f  p o l y e t 1 1 y l e n e  c l ' a c k i n g  i n  s u p a ' c r i t i c a l  w a t e r  c o m p a r e d  加
T h e r m a l c r a d d n g
[ p o l y m e r  D e g r a d a t i o n  a n d  s t a b i H t y  6 5  ( 1 9 9 9 )  3 7 3 ~ 3 8 6 1
T a 1 祀 h Ⅱ Φ  M 0 1 ' i y a ,  H e Ⅱ i E n o m o t o
超 臨 界 水 1 尿 式 酸 化 分 解 に お け る 生 ご み の 反 応 性
U 充 棄 物 学 会 論 文 誌 ,  V 0 1 " . 1 0  N O . 5  a 9 9 9 )  2 5 7 ~ 2 6 6 ]
金 放 鴫 , 木 下 睦 , 榎 本 兵 治
超 臨 界 水 に よ る ポ リ エ チ レ ン の 分 解 油 化 に お け る 水 の 関 ケ
f 化 学 工 学 論 文 集 ,  V O L . 2 5  N O . 6  ( 1 9 9 9 )  9 4 0 ~ 9 4 6 ]
守 谷 武 彦 , 榎 本 兵 治
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64 Evaluation of the use of Amplified 16SrRNA Gene・restriction Fangment
Le1璃th polymorphism klalysis to Deted Enterobacter cloacae and Bad11US
Iicheniformis for Mia'obialEnhanced 0Ⅱ Recovery Field pilot
[Journalofthe Japan petroleum lnst北Ute, VOL.42 NO.5 a999) 342~3511
Kazuhiro FUJNIARA, shinjilANAIくA, MalくⅡく0 OHTSUIくA, NaoyalcHIMURA,
HldeharuYONEBAYASHI, chengxie HONG,and HeuiENOMOTO
ポリエチレンの超臨界水分解油化の実処理に向けた問題点の検討
[資源・素材学会誌, VOL.115 NO.8 a999) 591~ 596]
守谷武彦,榎本兵治
Idenli丘Cation of Baderia used for Microbial Enhanced oil Recovery process
by FIU01'escence ln si{U Hybridizalion Technique
[Journaloflhe Japan petroleum lnstitute, VOL.43NO.1 (2000) 43~51]
Kazuhiro FUJIWARA, shinji TANAIくA, Makiko oHTSUIくA Hideharu
YONEBAYASHlandHeijiENOMOTO
Sa'eening ofMia'oorganismsfor Microbial Enhanced oilRecovery processes
ⅡOurnal of11〕e Japan petrole田〕〕 1nslitule, VOL.43 NO.1 (2000) 59~691
Hideharu YONEBAYASHI, shinichiro YOSHIDA, Kenji oNo and Heiji
ENOMOTO
65
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67
68 微生物攻法(MEOR)フィールドテストのための基礎的研究
[石抽学会誌, VOL.43 N02 (2000) 91~104]
榎本兵治,藤原和弘,米林英治
牛脂の超臨界水湿式酸化により生成する酢酸からの酢酸カルシウムの生成
一生ゴミの超臨界水湿式酸化により生成する酢酸の利用(第1卓長)ー
[資源・索材学会結, VOL.116 NO.4 (2000) 265~271]
分放鳴,木下睦,守谷武彦,榎本兵治,佐藤尚洋
植物性生ゴミの超臨界水湿式酸化により生成する酢酸からの酢酸カルシウム
の生成
一生ごみの超臨界水湿式酸化により生成する酢酸の利用(第2報)ー
[資源・素材学会誌, VOL.116 NO.4 (2000) 273~27釘
金放鳴,木下睦.守谷武彦,榎本兵治,佐藤尚洋
Recenl development of standardiazation of testing lnethods for dust explosion
in Japan
[Journal of Loss prevention in 11]e process lndustrieS 13 (2000) 243~25U
MasahaN Nifuku, ToeiMatsuda, HeijiEnoln010
U
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微 生 物 攻 法 ( M E O R ) の た め の 油 廟 内 保 i 活 動 に 関 す る 認 杏
[ 石 油 学 会 ' 、  V O L . 4 3  N O . 4  ( 2 0 0 0 )  2 7 3 ~ 2 8 5 ]
藤 原 和 弘 , 則 中 偏 ' 治 , 大 塚 牧 了 ・ , 中 谷 ・ 一 記 , 前 角 繁 之 . 矢 擇 イ 三 徳 、 洪 承 燮 ,
下 田 佶 , 榎 本 兵 治
N M R  s t u d y  o f  H y d r o l h e l ' m a l  R e a c t i o n s  o f  D i c h l o r o m e t h a n e  w i l h  a n d  w i t h o u t
N I く a l i
I B U Ⅱ e t i n  o f  t h e  c h e m i c a l  s o c i e t y  o f  J a p a n ,  V 0 1 , . 7 3  N O . 1 2  ( 2 0 0 0 )  2 6 7 8 ~
2 御 3 1
Y u l d  Y a m a s a l d ,  H e i j i E n o m o t o ,  N a R a m i c h i Y a m a s a k i a n d  M a s a l ' U  N a k a h a r a
K i n e l i c s  o f  o x i d a t i o n  o l F o o d  Y 、 1 a s l e s  w l t h  H 2 0 2  i n  s u p e r c r i t l c a l w a t e l '
[ T h e  J 0 轍 ' n a l o f S 1 1 P e r c r i l i c a l F l u i d s , 1 9  ( 2 0 0 1 )  2 5 1 ~ 2 6 2 ]
F a n g ・ M i n g J i n ,  A { u s h i N s h i l a ,  T a k e h i 1 Φ  M o r i y a ,  H e u i  E n o m o t o
O x i d a t i o n  o l  G a r b a g e  i n  s u p e r c r i l i c a l w a t e r
( H i g l )  p r e s S 山 ' e  R e s e a l 、 c h , 2 0 0 1 ,  V O L . 2 0 , 5 2 5 ~ 5 3 U
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表 ) 講 演 要 旨 集
P 3 1  い F 成  8 年 3  ナ 1 2 9 日 ~ 3 1 日 )
幾 世 橋 広 , 出 口 衛 , 榎 本 兵 治 , 坂 野 且 典
62 氷粒成長の観察ーアイス・アブレシブジェットに関する基礎的研究一
社団法人資源・素材学会講演会1996年春季火会一般発表(矧究・業織発表)
詐打寅要旨渠
P.35 (平成 8年3月29日~31日)
幾世橋広、小林陵二,榎本兵治
63 水熱反応による廃タイヤの資源化
社団法人資源・素材学会講演会1996年春季大会一般発表(研究・業績発表)
3蒜1寅要旨集
P.37 (斗Z成 8年3月29日~31日)
宮'崎秀男,天王俊成,木F 睦,榎本兵治
64 牛ごみのi昆式酸化に関する基礎的研究
社団法人資源・素材学会講演会 1996年春季大会一般発表(研究・業鞁窕
表) i苗1寅要旨集
P.38 (平成 8年.3月29日~31日)
木下睦,榎本兵治,幾世橋広,守谷武彦
65 微生物攻法に関する研究の現状とフィールドテストへの展望
石抽技術協会平成8年度石油技術協会春季講演会シンポジウム・個人
詠貸寅要旨集
P.48~P.49 (平成 8年611 5日~ 6日)
米林英治,田口充,藤原和弘,吉田信・、郎,榎本兵治
25
66 火攻法のシミュレーション研究
石油技術恊会平成8午度石油技術協会春季誠演会シンポジウム・個人
靜H寅要旨集
P.50~P.51 (1四6午 6 f1 50 ~ 6日)
木下睦,洪承燮.榎本兵治.千田佶
67 水熱反応によるオイルサンドの原位置軽質化に関する基礎研究
石油技術恊会平成8午度石油技術恊会春季講演会シンポジウム・側人
講演要旨集
P.157 (1996作 6月5日~ 6日)
高橋悟,堀宗博,木下睦,榎本兵治
68 微生物EORのフィールドテストのための宅内実験
石油技術協会平成8年度石油技術協会春季講演会シンポジウム・個人講
演要旨集
P.158 (1996年6月5日~ 6日)
池田修・一郎.梁春秀,榎本兵治、千田佶,米林英治
2 6
6 9
水 熱 反 応 を 利 用 し た エ ネ ル ギ ー 資 源 の 循 瑞 珀 勺 利 用 プ ロ セ ス の 開 発 に 関 す る 研 究
資 源 ・ 素 材 学 会 資 源 ・ 素 材 ' 9 6  ( 仙 台 ) ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン 発 表 要 旨 集 資
源 ・ 素 材 の フ ロ ン テ イ ア
P . 1 9  ( 平 成  8 年 1 0 月 2 1 日 ~ 2 3 日 )
木 下 睦 , 榎 本 兵 治
7 0
ゴ ム 廃 棄 物 の ケ ミ カ ル リ サ イ ク リ ン グ に よ る 資 源 の 有 効 利 用 に 向 け て
資 1 原 ・ 素 材 学 会 資 源 ・ 素 材 ' 9 6  ( 仙 台 ) ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン 発 表 要 旨 集 資
源 ・ 素 材 の フ ロ ン テ イ ア
P . 8 2  ( 平 成  8 年 1 0 月 2 1 日 ~ 2 3 r D
腰 田 恵 美 , 天 王 俊 成 , 榎 本 兵 治
7 1
微 生 物 を 用 い た 採 池 増 進 技 術 に 関 す る 研 究
資 源 ・ 素 材 学 会 資 源 ・ 素 材 ' 9 6  ( 仙 台 ) 企 画 発 表 ( C ) 資 料 ・ 資 源 と 環 境
P . 1 4 ~ P . 1 7  ( 平 成  8 年 1 0 月 2 1 日 ~ 2 3 日 )
米 林 英 治 , 大 野 健 t , 千 田 佶 , 榎 木 兵 治 , 洪 承 燮
7 2
白 動 車 ゴ ム 廃 棄 物 の 水 熱 資 源 化 処 理
資 源 . 素 材 学 会 資 源 ・ 素 材 ' 9 6  ( 仙 台 ) 企 画 発 表 ( C ) 資 料 ・ 資 源 と 瑞 境
P . 1 9 4 ~ P . 1 9 7  ( 平 成  8 年 1 0 月 2 1 日 ~ 2 3 日 )
天 王 俊 成 . " 宮 崎 秀 男 , 榎 本 兵 治
7 3
水 熱 反 応 に よ る カ ナ ダ 産 オ イ ル サ ン ド の 改 質
石 油 学 会 京 都 大 会 講 演 会 パ ネ ル 討 論 会 第 2 6 回 石 油 ・ 石 油 化 学 討 論 会
i 苗 1 寅 旦 更 旨
P . 7 2 ~ P . 7 3  ( 平 成  8 年 1 1 上 ] 1 3 日 ~ 1 4 日 )
堀 宗 博 , 高 橋 悟 , 木 下 睦 . 榎 本 兵 治
7 4
ア ル カ リ 水 熱 反 応 に よ る オ イ ル サ ン ド お よ び べ ン ゾ チ オ フ ェ ン ・ ジ ベ ン ゾ チ
オ フ ェ ン の 分 解
石 油 学 会 京 都 大 会 講 演 会 パ ネ ル 討 論 会 第 2 6 回 石 油 ・ 石 油 化 学 討 論 会
誹 明 寅 要 旨
P . 7 4 ~ P . 7 5  ( 〒 成  8 年 1 1 月 1 3 日 ~ 1 4 日 )
高 1 高 悟 , 堀 宗 博 , 木 下 睦 , 榎 本 兵 治
7 5
水 熱 反 応 を 利 用 し た ビ ク ト リ ア 褐 炭 か ら の フ ミ ン 酸 の 生 成
資 源 . 業 材 学 会 一 般 発 表  q 肝 究 ・ 業 斜 多 ξ 表 ) 講 演 要 旨 集  1 9 9 7 年 春 季 大 会
第 5 会 場 2 5 0 1 石 炭 ・ 保 安 ・ 安 全
P . 1 3 7  ( 1 9 辨 年 3 月 2 5 日 ~ 2 7 日 )
小 野 口 聡 , 木 下 睦 , 榎 本 兵 治
76 微生物EOR技術の研究:微生物検出技術の開発
平成9年度石油技術協会春季講演会シンポジウム・個人講演要旨集
P.127 (平成 9年6月4日~ 6日)
藤原和弘,田中信治,米林英治,榎本兵治
MEORに有用な新しい菌
平成9年度石油技術恊会春季講演会シンポジウム・佃人講演要旨集
P.128 (平成9年6月4日~ 6 印
池田修一郎,菅野明,木下睦,榎本兵治,米林英治
ガス牛産菌TRC322 とIU・7Aの代謝経路について
平成9年度石油技術協会春季講演会シンポジウム・個人講演要旨集
P.129 (平成 9年6月4日~ 6日)
菅野明,菅井裕一,池田修・一郎,榎本兵治,米林英治
MEORに有用なポリマー生産菌に関する基礎的研究
平成9年度石油技犲i恊会春季講演会シンポジウム・個人講演要旨集
P.130 (平・成 9年6月4日~ 6 印
米林英治菅井裕・ー,井上千弘,榎本兵治,崔τヨ寸[コ弔
MEORフラッデイング室内実験による排油挙動に関する検討
平成9年度石油技術恊会春季講演会シンポジウム・個人講演要旨集
P.131 (平成 9年6月4日~ 6日)
千田佶,榎本兵治,米林英治TJゞ崔 仁1,
微生物EOR技術の研究:フィールドテストに向けた準備
平成9年度石油技術協会春季講演会シンポジウム・個人講演要旨集
P.133 (平成9年6月4日~ 6 田
米林英治,田口充,張淑濤,松井良一,藤原和弘,榎本兵治.洪承燮
SAGD法と組み合わせたオイルサンドのオンサイト嵯質化
平成9年度石油技術恊会春季講演会シンポジウム・個人講演要旨集
P.140 (平成 9年6月4日~ 6日)
木下睦,高橋悟,堀宗博,榎本兵治
中国吉林油田におけるMEORの研究
資源・素材学会資源・素材'97 (札ψ周企画発表・一般発表(C)資料[CI]
資源・環境と微生物工学
P.27~P.30 (平成 9年9月23日~25日)
洪承燮,榎本兵治,千田佶
フフ
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2 8
8 4
生 ゴ ミ の 湿 式 酸 化 に 関 す る 研 究
第 8 回 廃 棄 物 学 会 研 究 発 表 会 楡 踊 寅 楡 文 集 1  セ ッ シ ョ ン 9 : 1 1 . ご み 処 理
P . 3 H ~ P 3 1 4  い 舮 成  9 年 1 0 月 2 8 日 ~ 3 0 0 )
令 放 鳴 , 榎 本 兵 治 . 木 、 ド 睦 , 守 谷 武 彦
希 薄 嬬 回 流 妙 慰 尭 器 の 大 型 化 の 効 果
第 3 5 回 燃 焼 シ ン ポ ジ ウ ム  C ・ 2 : エ ン ジ ン な ど 繋 駄 尭 器 2
P . 1 4 2 ~ P . 1 4 4  い r 成  9 年 1 1 月 2 0 日 ~ 2 2 r D
高 矯 英 行 , 佐 藤 研 二 , 榎 本 兵 治
水 熱 反 応 に よ る 蒸 留 残 さ 油 の 軽 質 化 お よ び 脱 硫
石 油 学 会 岡 1 1 」 大 会 畿 演 会 パ ネ ル 討 諭 会 第 2 7 回 石 刈 ] ・ 石 油 化 学 討 論 会
i 韓 i 寅 要 旨
P . 9 4 ~ P . 鮖 ( 平 成  9 年 1 1 月 1 2 日 ~ 1 3 Π )
堀 宗 階 . 木 下 睦 , 榎 本 兵 治
湿 式 燃 焼 火 攻 法 の 燃 焼 機 構 に 関 す る 基 礎 的 研 究
平 成 1 0 年 度 石 油 技 術 協 会 春 季 講 演 会 シ ン ポ ジ ウ ム ・ 個 人 講 演 要 旨 集 開
発 ・ 生 産 部 門 個 人 講 演 ②
P . 1 6 3  ( 斗 え 成 1 0 年 6 月 2 日 ~  3 日 )
坂 本 靖 英 , 木 下 睦 . 洪 承 燮 , 榎 本 兵 治
S A G D 法 と イ 本 化 し た オ イ ル サ ン ド 油 の 連 統 水 熱 処 理 に 関 す る 研 究
平 成 1 0 午 度 石 抽 技 術 協 会 春 季 講 演 会 シ ン ポ ジ ウ ム ・ 個 人 淋 演 要 旨 集 朋
発 ・ 生 産 部 門 個 人 講 演 ( 2 )
P . 1 備 い 内 j 艾 1 0 年 6 月 2  H ~  3 日 )
k 村 宏 孝 . 木 ド 睦 , 洪 承 燮 , 榎 本 兵 治 , 大 學 刊 建 一 '
オ イ ル サ ン ド の オ ン サ イ ト ア ッ プ グ レ ー デ イ ン グ 技 術 開 発 を 目 的 と し た 水 熱
反 応 条 柑 ・ の 検 討
平 成 1 0 年 度 石 油 技 術 恊 会 春 承 講 演 会 シ ン ポ ジ ウ ム ・ 個 人 講 演 要 旨 架 開 発
生 産 部 円 個 人 講 演 ( 2 )
P . 1 6 6  ( 平 成 1 0 午  6 月 2  目 ~  3 日 )
木 下 睦 , 辰 尾 光 一 , 洪 永 燮 , 榎 本 兵 治 , 大 里 列 建 二
中 1 司 吉 林 省 扶 余 沽 田 に お け る 微 生 物 攻 法 第 1 回 ハ フ & パ フ テ ス ト
平 成 1 0 年 度 石 油 技 術 協 会 春 季 講 演 会 シ ン ポ ジ ウ ム ・ 個 人 講 演 要 旨 集 開 発
生 産 部 門 個 人 講 演 ②
P . 1 6 7  ( 平 成 1 0 年 6 月 2 日 ~  3 日 )
大 野 佐 三 , 米 林 英 治 , 市 川 真 , 榎 本 兵 治 . 洪 承 燮
8 5
8 6
8 7
8 8
8 9
9 0
91 模技寶由層におけるガス生産菌EnlerobaderaoacaeTU・7Aの代謝に関する研究
平成10年度石油技術協会春季講演会シンポジウム・個人講演要旨集閉発・生
産部門個人講演②
P.168 いF成10年6 j] 2日~ 30)
菅野明,池田修・一郎,米林英治,木下睦,榎本兵治
92 微生物EORを目的とした炭化水素化性を有する通性嫌気性菌の基礎培養実験
平成10年度石油技術恊会春季講演会シンボジウム・個人講演要旨集開発・生
産部門個人講演(2)
P.170 (平成10年6月2日~ 3日)
中川由香,木下眺,千田佶,洪承燮,榎本兵治
93 高機能微生物の探索とポリマー生産菌の油増進回収効果実験
平成10年度石油技術協会春季講演会シンポジウム・個人講演要旨集開発・生
産部門個人講演(2)
P.171 (平成10午 6月2日~ 3日)
菅井裕・・、,池田修・郎,洪承燮,榎本兵治,千田佶,米林英治
94 微生物EOR技術の研究:フィールドテストにおける微生物培養施設の常在菌
i周査
平成10年度石池技術協会春季講演会シンポジウム・個人講演要旨集開窕・生
産部門個人講演②
P.172 (平成10年6 門 2日~ 3日)
藤原和弘,矧中信治,米林英治,榎本兵治,洪承燮
29
95 生ゴミの湿式酸化により生成する酢酸の利用
第9回廃棄物学会研究発表会講演論文集1セッション17:製品分解性/有効
利用
P.520~P.523 (1998年10月27fl~29日)
金放鳴,榎本兵治,守谷武彦,佐1係尚洋
96 砂にしみ込んだ抽の浄化を目的とした炭化水素資源イヒ性菌による原油分解実験
右油学会創立40周年記念仙台大会講演会パネル討論会第28回石油・石油化学
討諭会継演要旨
P.275~P.276 びγ而艾10年Ⅱ月16日~17日)
中川山呑,木下睦.洪承燮.榎本兵治,千田佶
97 パラフィン障害対策を目的とした炭化水案資源イヒ性菌の培養実験
石油学会創立40周年記念仙台大会講演会パネル討論会第28回石油・石油化学
帋片兪会部耕寅要旨
P.27フ~P.278 (平成10年11月16日~17日)
樋口昌敏,中川由香,木下睦,洪承燮,榎本兵治,千田佶
3 0
9 8
M E O R 機 能 を 有 す る 有 用 微 生 物 の 油 層 内 へ の 圧 入 に 向 け た 培 養 条 件 の 確 立
石 油 学 会 創 立 如 周 年 記 念 仙 台 大 会 講 演 会 パ ネ ル 討 論 会 第 2 8 回 石 油 ・ 石 油 化 学
討 論 会 講 浜 要 旨
P . 2 8 5 ~ P . 2 8 6  ( 平 成 1 0 年 1 1 月 1 6 日 ~ 1 7 Π )
大 塚 牧 子 , 藤 原 和 弘 , 田 中 信 治 . 米 林 英 治 , 前 角 繁 之 . 大 野 健 二 , 千 田 佶 ,
洪 承 燮 , 榎 本 兵 治
9 9
微 生 物 E O R フ ィ ー ル ド テ ス ト に お け る P C R R E L P に よ る 微 生 物 挙 動 解 析
石 油 学 会 創 立 4 0 周 年 記 念 仙 台 大 会 講 演 会 パ ネ ル 討 論 会 第 2 8 回 石 油 ・ 石 油 化 学
盲 寸 i 兪 会 i 苗 1 寅 要 旨
P . 2 釘 ~ P . 2 8 8  ( 平 成 1 0 年 1 1 貝  1 6 日 ~ 1 7 日 )
藤 原 和 弘 , 田 中 信 治 . 大 塚 牧 子 , 米 林 英 治 , 前 角 繁 之 , 浅 海 博 基 . 田 口 充 ,
張 淑 濤 , 大 野 健 二 , 千 田 佶 , 洪 承 燮 , 榎 本 兵 治
1 0 0
ポ リ マ ー 生 産 菌 の 油 層 内 培 養 に お け る 機 能 性 発 現 の 評 価
石 油 学 会 創 立 4 0 周 年 記 念 仙 台 大 会 講 演 会 パ ネ ル 討 論 会 第 2 8 回 石 油 ・ 石 油 化 学
討 論 会 講 抽 要 旨
P . 2 8 9 ~ P . 2 9 0  ( 平 成 1 0 年 1 1 月 1 6 日 ~ 1 7 日 )
菅 井 裕 一 , 洪 承 燮 、 千 田 佶 , 榎 本 兵 治 , 大 野 健 二
1 0 1
微 生 物 E O R に お け る 地 下 環 境 へ の 適 用 を 吉 慮 し た 微 生 物 続 合 試 験
石 油 学 会 創 立 4 0 周 年 記 念 仙 台 大 会 講 演 会 パ ネ ル 討 論 会 第 2 8 回 石 油 ・ 石 油 化
学 討 論 会 講 演 要 旨
P . 2 9 1 ~ P . 2 9 2  ( 平 万 艾 1 0 年 1 1 月 1 6 日 ~ 1 7 F D
浅 海 博 基 , 前 角 繁 之 , 田 口 充 , 張 淑 濤 , 大 野 健 二 , 藤 原 和 弘 , 田 中 信 治 ,
千 田 佶 , 洪 承 燮 , 榎 本 兵 治
1 0 2
F I S H 法 を 胴 い た 油 層 圧 入 微 生 物 の 迅 速 な 挙 動 解 析 法 の 開 発
石 油 学 会 創 立 4 0 周 年 記 念 仙 台 大 会 講 演 会 パ ネ ル 討 論 会 第 2 8 回 石 油 ・ 石
油 化 学 討 論 会 講 演 要 旨
P . 2 9 3 ~ P . 2 9 4  ( 平 成 1 0 年 1 1 月 1 6 H  ~ 1 7 日 )
田 中 充 , 藤 原 和 弘 , 大 塚 牧 子 , 米 林 英 治 , 前 角 繁 之 , 浅 海 博 基 , 田 口 充 ,
張 淑 清 . 大 野 健 二 , 千 田 佶 , 洪 承 燮 , 榎 本 兵 治
1 0 3
微 生 物 を 利 用 し た 石 油 の 増 産 一 実 フ ィ ー ル ド 検 証 テ ス ト ー
石 油 学 会 創 立 4 0 周 年 記 念 仙 台 大 会 講 演 会 パ ネ ル 討 論 会 第 2 8 回 石 油 ・ 石 油 化
学 討 論 会 講 演 要 旨
P 3 3 7 ~ P . 3 3 8  ( 平 成 1 0 年 1 1 月 1 6 日 ~ 1 7 日 )
大 里 刊 建 二 , 前 角 繁 之 , 張 淑 濡 , 田 口 充 , 浅 海 博 某 , 榎 本 兵 治 , 洪 承 燮 ,
藤 原 和 弘
104蛭質原油への適用を目的とした前進式火攻法のシミュレーション研究
石油学会創立記念40周午記念仙台大会淋演会パネル討論会第28回石油・石油
化学討論会講演要旨
P339~P340 (平成10年11月16日~17日)
木下睦,洪承燮,榎本兵治
105水熱反応を利用した重質油の新しいアップグレーデイング技術の開発
石油学会創立40周年記念仙台大会講演会パネル討論会第28回石抽・石油化
学討論会講演要旨
P.341~P.342 (平成10年11月16日~17日)
上村宏孝,木下睦,洪承燮,榎本兵治,大野健二、高橋悟,守谷武彦
106炭化水素資化性菌を利用した海浜巾の油汚染の浄化
資源.素材学会春季大会講演集 1999年(2)素材編一般発表第5会場3501
~3520 環境
P.193~P.194 (1999年31] 29日~31日)
木下睦,樋口昌敏,洪承燮,榎本兵治
107籾がら・稲わらの湿式酸化による酢酸の生成と利用
資源・素材学会春季大会講演集1999年(2)素材編一般発表第5会場3501~3520
蝶垣
P.195~P.196 (1999年3月29日~31日)
吉山良之,木下睦,榎本兵治,佐藤尚洋
31
108SAGD法と・一休化したビチュメンのオンサイト経質化技術に関する研究
平成Ⅱ年度石油技術協会春季講演会シンポジウム・個人講演要旨集開発・生
産部門個人論演(2)
P.135 a999年5月26日~27日)
板垣丈二,上村宏孝,木下睦,洪承燮,榎本兵治,守谷武彦,高橋悟
109中国吉林省扶余油田における微生物攻法ハフ&パフテスト
平成Ⅱ年度石油技術恊会春季講演会シンポジウム・個人講演要旨東開発・生
産部門個人講演(2)
P.136 a999年5月26日~27日)
前角繁之,張淑濤,矢澤仁徳,榎本兵治,洪承燮
110微生物EOR技術の研究:油層岩・油層水常在菌に基づく流れの卓越方向の推定
平成Ⅱ年度石油技術協会春季講演会シンポジウム・個人講演要旨集開発・生
産部門個人講演(2)
P.137 (1999年5月26日~27日)
藤原和弘,田中信治,前角繁之,榎本兵治.洪承燮
3 2
1 1 1
ポ リ マ ー 生 産 菌 を 用 い た M E O R フ ィ ー ル ド テ ス ト の た め の 油 層 内 培 養 に 関 す
る 研 究
平 成 Ⅱ 年 皮 石 油 技 袮 汁 陽 会 春 季 誥 演 会 シ ン ポ ジ ウ ム ・ 個 人 講 演 要 旨 集 開 発 ・ 生
産 部 門 個 人 講 演 ( 2 )
P . 1 4 0  a 9 9 9 午  5 月 2 6 Π ~ 2 7 日 )
菅 井 裕 一 , 木 下 睦 , 洪 承 燮 , 榎 本 兵 治 , 千 田 佶 , 前 角 繁 之
1 1 2
界 面 1 舌 性 剤 を 用 い た 気 泡 形 成 に よ る 油 層 内 へ の 空 気 圧 人 性 改 善 の 検 討
平 成 Ⅱ 年 度 石 油 技 術 恊 会 春 季 講 演 会 シ ン ポ ジ ウ ム ・ 個 人 講 演 要 旨 集 開 発 ・ 生
産 部 門 個 人 講 演 ( 2 )
P . 1 4 3  ( 1 9 9 9 年 5 月 2 6 日 ~ 2 7 日 )
吉 田 慶 太 郎 . 木 下 睦 , 洪 承 燮 , 榎 本 兵 治
1 1 3
湿 式 燃 焼 火 攻 法 の 排 紬 機 構 に 関 す る 基 礎 的 研 究
平 成 Ⅱ 年 度 石 油 技 術 協 会 春 季 講 演 会 シ ン ポ ジ ウ ム ・ 個 人 講 演 要 旨 集 開 発 ・ 生
産 部 門 個 人 講 演 ( 2 )
P . 1 4 4  ( 1 9 9 9 年 5 月 2 6 日 ~ 2 7 日 )
坂 本 靖 英 , 木 下 睦 , 洪 承 燮 , 榎 本 兵 治
1 1 4
エ マ ル ジ ョ ン 形 成 モ デ ル に よ る 火 攻 法 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 研 究
平 成 Ⅱ 年 度 石 油 技 術 協 会 春 季 講 演 会 シ ン ポ ジ ウ ム ・ 個 人 講 演 要 旨 集 開 発
生 産 部 門 個 人 講 演 ( 2 )
P . 1 4 5  ( 1 9 的 年 5 月 2 6 日 ~ 2 7 日 )
木 下 睦 , 洪 承 燮 , 榎 本 兵 治
1 1 5
植 物 性 生 ご み の 超 臨 界 水 湿 式 酸 化 に よ り 生 成 す る 酢 酸 の 利 用 お よ び 除 去
第 1 0 回 廃 棄 物 学 会 研 究 発 表 会 講 演 論 文 集 1  セ ッ シ ョ ン B 1 生 ご み 処 理
P . 2 4 7 ~ P . 2 5 0  ( 1 9 9 9 年 1 0 月 2 6 日 ~ 2 8 日 )
金 放 鳴 , 榎 本 兵 治 , 守 谷 武 彦 , 佐 藤 尚 洋
Ⅱ 6
有 機 廃 棄 物 の 湿 式 酸 化 に よ る 環 境 融 和 型 融 雪 氷 剤 の 製 造 に 関 す る 基 礎 研 究
資 源 ・ 素 材 学 会 春 季 大 会 講 演 集 2 0 0 0 年 ( 2 ) 素 材 編 ・ 一 般 発 表 第  5 会 場 3 5 0 1 ~
3 5 2 3 環 境
P . 2 1 8  ~  P . 2 1 9  ( 2 0 0 0 年 3 月 2 9 日 ~ 3 1 目 )
金 放 鳴 . 吉 山 良 之 . 鄭 隻 超 , 榎 本 兵 治 , 守 谷 武 彦 , 佐 藤 尚 洋
1 1 7
カ ナ ダ に お け る  0 Ⅱ S a n d S  の 開 発 重 加 司 と  U p g r a d i n g の 技 術 開 発 一 非 在 来 型 資
源 の 開 発 一
平 成 1 2 年 度 石 油 技 術 協 会 春 季 講 演 会 シ ン ポ ジ ウ ム ・ 個 人 講 演 要 旨 集 開 発 ・ 生
産 部 門 シ ン ポ ジ ウ ム 「 2 1 世 紀 に 向 け て の 開 発 生 産 技 術 の 展 望 」
P . 3 8  ( 2 0 0 0 年 5 月 2 4 日 ~ 2 5 日 )
榎 本 兵 治 , 木 下 睦
Ⅱ8 湿式燃焼火攻法における非油機構の物理モデルの構築
平成松年度石油技術恊会春季講演会個人講演生産・開発
P.134 (2000年5月24日~25 田
坂本靖英,木下睦,洪承燮,榎本兵治
Nrlnjedion における湿式低温酸化反応に関する某礎的検討
平成12午度石油技術協会春季講演会佃人講演生産・開発
P.135 (2000年5 1124日~25日)
際木智和,木下睦,洪承燮,榎本兵治、矢澤仁徳
Nrlnjedion における二次元流動挙動
平成12年度石油技術恊会春季講演会個人講演生産・開発
P.137 (2000年5月24日~25日)
吉田慶太郎,木下睦,榎本兵治,洪承燮,矢澤仁徳
バイオフィルム生産細菌・ CJF・002 による Pronle modificaⅡon に関する基礎
的検討
平成12年度石油技術恊会春季講演会個人講演生産・開発
P.140 (2000年5月24日~25日)
湯本徹也,菅野明,菅リ中裕一,洪承燮,榎本兵治,前角繁之
qF・002のバイオフィルム生産性に及ぼす代謝産物の影粋
平成12年度石油技術恊会春季講演会側人講演生産・開兆
P.14 (2000年5月24日~25ED
菅野明,湯本徹也,菅井裕一,洪承燮,榎本兵治,前角繁之
ポリマー生産微生物を用いたハフ&パフテスト
平成12年度石油技術恊会春季講演会ポスターセッション開発・生産
P、144 (2000年5月24日~25日)
前角繁之.張淑濤,矢澤仁徳,榎本兵治,洪永燮
ポリマー生産細菌TU・15AのMEORフィールドテストへの適用に関する実験
ならびにシミュレーション研究
平成12年度石油技術協会春季講演会ポスターセッション開発・生産
P.147 (2000年5月24日~25日)
菅井裕一,洪承燮,千田佶,榎本兵治,前角繁之
湿式燃焼火攻法における油層内酸化発熱挙動
平成13年度石油技術協会春季講演会俳拶モ・生産部門個人講演(1)
P.104 (2001年5月30日~31日)
坂本靖英,藤木智和,洪承燮,榎本兵治
H9
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121
122
゛3
123
124
125
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1 2 6
N r l n j e d i o n  に お け る 湿 式 低 酸 温 化 反 応 に よ る 酸 素 の 消 費 に 関 す る 検 討
平 成 1 3 年 度 会 油 技 術 協 会 春 季 講 演 会 開 発 ・ 牛 産 部 円 個 人 講 演 ( 1 )
P . 1 0 5  ( 2 0 0 1 年 5 月 3 0 日 ~ 3 1 日 )
藤 木 智 和 , 坂 木 姑 ヲ エ , 洪 承 燮 , 榎 本 兵 治
N I ' 1 n j e c l i o n  法 に お け る 泡 形 成 の 影 糾
平 成 1 3 年 度 石 油 技 術 恊 会 春 季 講 演 会 開 発 ・ 化 産 部 円 個 人 講 演 ( 1 )
P . 1 0 7  ( 2 0 0 1 作  5  1 1 3 0 日 ~ 3 1 日 )
吉 田 慶 太 郎 , 木 下 睦 , 菅 J 中 裕 一 . 洪 永 燮 , 榎 本 兵 治
バ イ オ フ ィ ル ム 生 産 菌 ・  C J F . 0 0 2  に よ る  P r 0 丘 l e  m o d 浦 C a t i o n  に 関 す る 基 礎 的
検 肘
平 成 1 3 年 度 石 油 技 術 協 会 春 手 講 演 会 開 発 ・ 生 産 部 問 個 人 講 演 ①
P . 1 1 2  ( 2 0 0 1 年 5  j 1 3 0 日 ~ 3 1 日 )
湯 本 徹 也 , 菅 井 裕 ・ , 菅 野 明 . 洪 承 燮 , 榎 本 兵 治 . 永 瀬 主 司
水 溶 性 ポ リ マ ー 生 産 細 菌 に よ る 石 油 増 進 同 収 に お け る 油 層 内 挙 動 と 石 油 増 進
回 収 機 枇 の 検 討
平 成 1 3 年 度 石 油 技 術 協 会 春 季 講 演 会 朋 発 ・ 生 産 部 門 個 人 講 演 ①
P . 1 1 4  ( 2 0 0 1 午  5 月 3 0 日 ~ 3 1 日 )
菅 井 裕 一 , 洪 承 燮 , 榎 本 兵 治 , 千 田 佶
水 熱 反 応 に よ る オ イ ル サ ン ド の オ ン サ イ ト ア ッ プ グ レ ー デ ィ ン グ プ ロ セ ス の
基 礎 的 研 究
社 団 法 人 石 油 学 会 ( 函 館 大 会 ) 特 別 講 演 会 . 招 待 講 演 . 第 3 1 同 石 油 ・ 石 油 化
学 育 寸 i 兪 会 ( 部 耕 寅 要 旨 )
P . 1 0 8 ~ P . 1 0 9  ( 平 成 1 3 作 1 け 1  1 日 ~  2 日 )
渡 邊 洋 毅 , 木 下 畦 , 榎 木 兵 治 , 守 谷 武 彦 , 荻 野 沽
超 臨 界 水 を 用 い た 重 質 油 の 改 質 に 関 す る 基 礎 的 検 討
社 団 法 人 石 油 学 会 ( 函 館 大 会 ) 特 別 講 演 . 招 待 講 演 . 第 3 1 回 右 油 ・ 石 池 化 学
盲 寸 論 会  G 蒜 i 寅 要 旨 )
P . 2 3 9 ~ P 2 4 0  ( 平 成 1 3 年 Ⅱ 月 1 日 ~  2 日 )
木 下 睦 . 榎 本 兵 治
湿 式 酸 化 反 応 制 御 に よ る 植 物 廃 棄 物 か ら の 酢 酸 収 率 の 向 上
社 団 法 人 資 源 ・ 素 材 学 会 東 北 支 部 平 成 1 3 年 度 秋 季 大 会 誥 演 要 旨 集 1 素 材 系 ]
般 発 表 第 2 会 場
P . 1 3  ( 2 0 侃 午 1 1 月 1 3 日 )
金 放 鳴 , 鄭 隻 超 , 榎 本 兵 治 , ' 了 谷 武 彦 , 東 島 寿 夫 , 佐 藤 尚 洋
1 2 7
1 2 8
1 2 9
1 3 0
1 3 1
1 3 2
133湿式酸化反応を利用した籾殻・蛎殻からの環境融和型融雪剤の製造技術開発
社団法人資源・楽材学会東北支部平成13年度秋季大会講演要旨集[素材編]
一般発表第2会場
P.14 (2001年11月13日)
周舟宇,金放鳴,榎本兵治,束島寿夫,守谷武彦,佐1熱尚洋
134水熱反応制御によるセルロース系廃東物からの酢酸収率の向上
社団法人資源・素材学会春季大会講演集2002年②素材編
P.26~P.27 (2002年3 j128日~30日)
金放鳴.鄭隻超,榎本兵治,東島寿夫,守谷武彦,佐藤尚洋
135湿式酸化反応を利用した籾殻・蛎殻からの環境融和型融雪剤の製造技術開発
社団法人資源・索材学会春季大会講演集2002年②素材編
P39 ~ P.40 (2002年3月28日~30日)
周舟・宇.金放鳴,榎本兵治,東島寿夫,守谷武彦.佐藤尚洋
136高機能水1容性ポリマー生産細菌TU・15Aの生育条件の改善
平成14年度石油技術恊会春季諧演会シンポジウム・個人講演要旨集開発・生
産部門個人講演②
P.128 (2002年5 目29日~30日)
宍戸宏光,菅井裕一,木ド睦,榎本兵治
137ネットワークモデルによる非水溶性ポリマー生産細菌CJF・002 の副q西
平成14年度石油技術協会春季講演会シンポジウム・個人講演要旨集開発・生
産部円個人講演②
P.129 (2002年5月29H ~30日)
菅井裕一,湯本徹也,木下睦,榎本兵治.永瀬圭司
35
138中国扶余油田での微生物攻法適用による成功例第1剖仁ポリマー生産微生物
及びポリマー検出技術について
平成H年度石油技術恊会春季講演会シンポジウム・個人講演妾旨集開発・生
産部門個人誠演②
P.130 (2002年5月29日~30日)
大塚牧f,藤原和弘,永瀬圭司,張汀蛎壽,浅海博基,矢澤仁徳,榎本兵治.
洪承止改
3 6
1 3 9
巾 国 扶 余 油 田 で の 微 生 物 攻 法 適 用 に よ る 成 功 例 第 2 部 : 微 生 物 攻 法 実 証 テ ス
ト に つ い て
平 成 H 年 度 右 油 技 術 協 会 春 季 誥 演 会 シ ン ポ ジ ウ ム ・ 佃 人 講 演 要 旨 集 開 発 ・ 先
産 部 円 個 人 講 演 ( 2 )
P . 1 3 1  ( 2 0 0 2 年 5 月 2 9 日 ~ 3 0 Π )
永 i 頼 圭 司 , 張 淑 1 壽 . 浅 海 " 基 , 矢 澤 仁 徳 , 藤 原 和 弘 . 大 蛎 件 艾 子 , 榎 本 兵 治 ,
t 兵 承 燮
1 4 0
N r l n j e c t i o n  に お け る 酸 索 の 消 贄 速 度
乎 成 1 4 年 度 石 油 技 術 恊 会 春 季 講 演 会 シ ン ポ ジ ウ ム ・ 仙 人 講 演 要 旨 集 開 発 ・ 牛
産 部 門 個 人 講 淡 ②
P . 1 3 2  ( 2 0 0 2 年 5  j 1 2 9 日 ~ 3 0 日 )
坂 本 靖 英 , 藤 木 智 和 , 木 下 睦 , 榎 本 兵 治
1 4 1
湿 式 燃 焼 火 攻 法 の モ デ ル 解 析
平 成 H 年 度 右 油 技 術 協 会 春 季 講 演 会 シ ン ポ ジ ウ ム ・ 個 人 講 演 要 旨 集 開 発 ・ 生
産 部 矧 個 人 i 苛 演 ( 2 )
P . N 3  ( 2 0 0 2 年 5 月 2 9 日 ~ 3 0 日 )
坂 本 靖 英 , 菅 J 件 谷 一 , 木 下 睦 , 榎 本 兵 治
1 4 2
ポ リ マ ー 生 産 微 生 物 の ポ リ マ ー 牛 産 に 関 わ る 酸 素 要 求 性 と 油 解 内 で の ポ リ マ ー
生 産 性 に つ い て
第 3 2 回 石 油 ・ 石 油 化 学 討 論 会 高 山 大 会 噛 男 リ i 揃 寅 招 待 講 演 パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ
ヨ ン ( i 齡 寅 要 旨 )
P 2 3 3 ~ P . 2 3 4  ( 2 0 0 2 年 1 0 月 1 1 日 ~ 1 2 k D
大 塚 牧 子 . 永 瀬 圭 司 , 菅 井 裕 一 . 榎 本 兵 治 , 洪 承 燮
1 4 3
ア ル カ リ 超 臨 界 水 を 用 い た 超 重 質 油 の 軽 質 化
第 3 2 回 石 油 ・ 石 油 化 学 討 論 会 高 山 大 会 特 別 講 演 招 待 ; 諭 寅 パ ネ ル デ イ ス カ ッ
シ ョ ン ( i 樹 寅 要 旨 )
P 3 8 1 ~ P 3 8 2  ( 平 成 1 4 年 1 0 月 1 1 日 ~ 1 2 1 , D
木 、 ト 睦 , 渡 遡 洋 毅 , 榎 本 兵 治 , 荻 野 清 , 守 谷 武 彦
1 4 4
Ⅱ A 0 5 水 熱 反 応 制 御 に よ る バ イ オ マ ス か ら の 酢 酸 生 成 と そ の 利 用
化 学 工 学 会 第 3 6 回 秋 季 大 会
2 0 0 3 年 9 月 1 2 Π ~ N e
金 放 鳴 , 周 舟 宇 , 榎 本 兵 治 . 束 島 寿 夫 , 守 谷 武 彦
1 4 5
リ グ ニ ン の モ デ ル 化 合 物 の 湿 式 酸 化 反 応 機 構
日 本 化 学 会 第 8 4 春 季 年 会 ( 2 0 0 4 ) 講 演 要 旨 築 2
P . 7 1 5  ( 2 0 0 4 年 3 月 2 6 Π ~ 2 9 日 )
鈴 木 筧 之 . 金 放 鳴 、 木 下 睦 , 榎 本 兵 治 , 守 谷 武 彦
146.バイオマス廃棄物の況式酸化転換反応におけるりグニンの効果的利用
社団法人資源・素材学会 2004午3月29日~31Π春季大会部り寅集2004年(2)
素材編
P.129~P.130
曹建勲,周舟宇.金放1鳴,榎本兵治,守谷武彦,岸田央範
147柚物性バイオマスのアルカリ水熱処理による乳酸の生成
社団法人資源・素材学会 2004午3月29日~31日存季大会講演集2004年②
系材編
P.131~P.132
閻秀鼎.金攸鳴,榎本兵治,守谷武彦,東島脊夫,岸田央範
N8水熱反応による多糖頴バイオマスからの有用物質の生成
社団法人資源・素材学会 2004年3月29日~31日春季大会i1顎寅集2004年(2)
業材編
P.133~P.134
竹内祐介,金放鳴,木卜睦,榎本兵治
149SAGD法と一体化させたアルカ1上超臨界水熱反応によるビチュメンのオンサ
イト嵯質化プロセスにおける脱硫の促進
平成16年度石油技術協会存季講演会シンポジウム・個人講演要旨集開発・牛
産部門個人講演
P.124
木下睦,赤而楽泰史.榎本兵治,荻野消,'丁谷武彦
37
150MEORにおける非水溶性ポリマー牛,産微生物 CJF・002 と水i容性ポリマー牛産
微生物TU・15A との複合利用
平成16年皮石油技術恊会春季講演会シンポジウム・個人講演要旨集開発・生
産部門佃人講演
P.128
木下睦,宍jヨ宏光,榎本兵治,僧サ片谷
151水熱反応場での1発プラスチックを用いた二酸化炭索岡定化の検討
資源・素材2004 ψ盖1剛 2004年9月14日~16日一乎成16年度資源・素材関係
学協会合同秋季大会一
企画発表・ー・般発表(C)(D)資判・資源と素材 C7 「環境・鉱物処画勺'般
発表 C7-8 P.127
竹森進也,金放鳴,木下睦,榎本兵治
3 8
1 5 2
超 臨 界 C 0 2 を 利 用 し た バ イ オ マ ス 廃 棄 物 の 水 熱 プ ロ セ ス か ら の 有 用 生 成 物 の
抽 出
資 源 ・ 素 材 2 0 0 4  ( 盛 磁 D  2 0 0 4 午 9 月 1 4 日 ~ 1 6 日 一 平 成 1 6 年 度 資 源 一 苓 材 関 係
学 協 会 介 同 秋 季 大 会 一
企 画 発 表 ・ ・ ・ 、 般 発 表 ( C ) ( D ) 資 判 ・ 資 源 と 環 境 C l o  n J サ イ ク リ ン グ 」 一 般 発
表  C I 0 - 1 P . 1 9 5
菊 池 俊 介 , 木 卜 睦 , 金 放 鳴 . 榎 本 兵 治
1 5 3
リ グ ノ セ ル ロ ー ス 系 の バ イ オ マ ス の 湿 式 酸 化 転 換 反 応 に お け る り グ ニ ン の 作 用
資 源 ・ 素 材 2 0 0 4  ( 盛 恬 ] )  2 0 0 4 年 9 月 1 4 日 ~ 1 6 日 一 平 成 1 6 年 度 資 源 ・ 索 材 関 係
学 協 会 合 同 秋 季 大 会 一
C I 0  「 り サ イ ク リ ン グ 」 一 般 発 表  C I 0 - 2 P . 1 9 7
曹 建 勲 , 周 舟 宇 , 金 放 鳴 , 榎 本 兵 治 . 守 谷 武 彦 , 岸 田 央 範
1 5 4
水 熱 反 応 場 へ の ソ ノ ケ ミ ス ト リ ー の 応 用
資 源 ・ 素 材 2 0 0 4  ( 盛 岡 )  2 0 叫 年 9 月 1 4 日 ~ 1 6 Π 一 平 成 1 6 年 度 資 源 ・ 累 材 関 係
恊 会 合 同 秋 季 大 会 一
大 会 プ ロ グ ラ ム 若 手 ポ ス タ ー 発 表 [ P Y ]  P Y ・ 2 2 P . 9 1
茂 木 健 男 , 木 、 F  睦 , 金 放 鳴 . 榎 本 兵 治
1 5 5
バ イ オ マ ス 廃 棄 物 の 資 源 化 の た め の 流 通 式 固 定 床 水 熱 反 応 の 特 徴
資 源 ・ 業 材 2 0 0 4  ( 盛 岡 )  2 0 叫 年 9  河 1 4 日 ~ 1 6 日 一 平 成 1 6 年 度 資 源 ・ 素 材 関 係
協 会 合 同 秋 季 大 会 一 大 会 プ ロ グ ラ ム 若 手 ポ ス タ ー 発 表 [ P Y ]  P Y ・ 2 3 P . 9 2
渡 辺 佳 英 , 木 下 睦 , 金 放 鳴 . 守 谷 武 彦 . 榎 本 兵 治
1 5 6
バ イ オ マ ス 廃 棄 物 の 湿 式 酸 化 に よ る 酢 酸 の 生 成
第 1 5 回 廃 棄 物 学 会 研 究 発 表 会 講 演 論 文 集 1  2 0 0 4 年 Ⅱ 月 1 7 日 ~ 1 9 日
P . 4 4 0 ~ P . 4 4 2
周 舟 宇 , 金 放 鳴 , 榎 本 兵 治
1 5 7
ビ チ ュ メ ン の オ ン サ イ ト 改 質 を 目 的 と し た べ ン ゾ チ オ フ ェ ン ・ ジ ベ ン ゾ チ オ
フ エ ン 類 の 水 熱 反 応
松 山 大 会 招 待 講 演 第 3 4 回 右 油 ・ 石 油 化 学 討 論 会  G 繍 寅 要 旨 )  2 0 0 4 年 1 1 月 1 8 日
~ 1 9 日
P . 7 6 ~ P . フ フ
木 下 睦 , 山 崎 友 紀 , 金 放 鳴 , 荻 野 沽 . 守 谷 武 彦 . 榎 木 兵 治
1 5 8
温 度 条 件 に よ る 油 層 内 環 境 へ の 適 応 を 目 的 と し た 微 生 物 E O R の 検 討
松 山 大 会 招 待 講 演 第 3 4 回 石 油 ・ 石 油 化 学 討 論 会  G 諭 寅 要 旨 )  2 0 0 4 年 1 1 打 1 8 日
~ 1 9 日
P . 1 9 0 ~ P . 1 9 1
松 森 泰 明 , 木 F  睦 , 菅 井 裕 一 , 榎 本 兵 治
159有機院棄物の湿式酸化による酢酸の生成
社団法人資源・素材学会春季入会講演集20備年(2)素材編
2005年3月28日~30日
P.189~P.190
周舟卞,金放「鳴,人下睦,榎本兵治.守谷武彦
160アルカリ水熱反応による'劇勿性バイ才マスからの乳酸の生成
社団法人資源・業材学会春季大会講演集2005年(2)素材細
2005年3月28日~30日
P.191~P.192
閻秀絡,金放鳴,木、ト畦,榎本兵治,守谷武彦.洋田央範
161植"11生バイオマスの湿式鹸化反応における坑酸化成分の影響
社団法人資源・楽材学会春季大会講演集20備年②素材編
20妬年3月28Π~30日
P.193~P.194
建勲,周舟・宇,金放「鳴,木下雌,榎本兵治.守谷武彦,岸田央鞄
162ポリエチレン・ポリプロビレン・ポリスチレン泥合物およびニポリマーの超
臨界水熱処理
社団法人資源・素材学会秋季大会企画発表一・般発表(CXD)講演資料
資源と環境[CI]資源循環システムの榊築に向けて(その 1)(・一般発表)
平成17年9月25日~27日
P39~ R40
木下腔.竹森進也,金放1鳴.榎本兵治,守谷武彦
39
163Hydrothennal reaction-・a way for resourcing organic substances in waste
Water
The 9th・10tl] Joint seminar ofJSPSMOE core universily program on urban
Environment
Odober20-21,2005 P.233 ~ P241
Guangming Li, Heiji Enolnoto, Fangn]ing Jin,入入アenzhi He
164Hydrothermal conversion otbiomass wastes inlo usefL11 Substances
ThC 9th、10th Joint seminar of JSPS・MOR core university prograln on urban
EnV廿omれaⅡ
Odoba・ 20-21,2005 P.539 ~ P.554
FangmingJin and HeijiEnomoto
?
4 0
1 6 5
加 硫 ゴ ム 廃 棄 物 の 化 学 り サ イ ク ル を 目 的 と し た タ イ ヤ モ デ ル ゴ ム の ア ル カ リ
水 熱 分 解
第 1 6 回 廃 棄 物 学 会 研 究 発 表 会 特 別 シ ン ポ ジ ウ ム 要 旨 集 B 3 プ ラ ス チ ッ ク の 資
源 化 ( B 3 - フ )  P . 4 5 9 ~ P . 4 6 1
2 0 0 5 仟 1 0 月 3 1 日 ~ 1 1 月 2 日
木 下 睦 , 宮 崎 秀 男 , 金 放 嶋 . 榎 木 兵 治 , 天 王 俊 成
バ イ オ デ イ ー ゼ ル 燃 料 牛 . 成 過 程 に お け る エ ス テ ル 交 換 反 応 の N M R 解 析
第 1 6 回 廃 東 物 学 会 研 究 発 表 会 特 別 シ ン ポ ジ ウ ム 要 旨 集 B I 0 そ の 他 有 機 系 廃 棄
物 の 資 源 化 ( 1 ) ( B I 0 - 9 )
P . 6 9 9 ~ P . 7 0 1
2 0 0 5 年 1 0 月 3 1 日 ~ 1 1 月 2  Π
川 嵜 康 平 . 金 放 「 努 , 木 下 睦 , 榎 本 兵 治
M E O R を 目 的 と し た 有 用 微 生 物 の 油 則 内 培 養 に お け る バ イ オ ポ リ マ ー の 形 成
第 3 5 回 石 油 ・ 石 油 化 学 討 諭 会 盛 岡 大 会 ( 2 C 2 0  バ イ オ 技 術 )  P . 1 9 2 ~ P . 1 9 3
平 成 1 7 年 1 0 月 2 7 日 ( 木 ) ・  2 8 日 ( 金 )
宮 本 大 , 木 下 睦 . 菅 井 裕 一 、 榎 本 兵 治
1 6 6
1 6 7
V . 書 評 絲 召 介
1 . 超 臨 界 流 体 一 環 境 浄 化 と り サ イ ク ル 汁 島 効 * 合 成 の 展 開 一
編 著 佐 古 猛
高 圧 力 の 利 . 学 と 技 術  2 0 0 2 年  V 0 上 . 1 2  N O . 1  P . 7 1
Ⅵ . 解 説 ・ 評 論 等 俳 斤 聞 ・ 広 報 誌 等 で の 解 説 記 事 , 事 典 の 執 筆 等 )
1 . 粉 じ ん 雲 の 煤 発 特 性 実 験 研 究 方 法 の 変 遷
V 0 1 . 1 4  N O . 4  P . 1 9 5 ~ P . 2 1 2  安 令 工 学 ( 1 9 7 5 年 )
石 濱 渉 . 榎 本 兵 治
2 . 穀 物 サ イ ロ に お け る 粉 じ ん 爆 発 災 害 と そ の 予 防 文 、 1 策 に つ い て
季 刊 倉 庫  N O . 7 3 P 3 8 ~ P 、 4 7  社 団 法 人 日 木 倉 庫 恊 会 ( 1 9 8 7 年 )
榎 本 兵 治
3 . 粉 じ ん 爆 発 危 険 性 予 測 に 関 す る 一 考 察
V 0 1 . 2 7  N O .  P . 3 1 ~ P 3 6  安 全 工 学 ( 1 9 8 8 年 )
榎 本 兵 治
4 粉塵爆発
V01.98 NO.6 四0の P.121~P.129 地学群昂志(1989年)
榎本兵治
推枯微粉炭の肖然発火と炭塵雲の爆発(キーワード白然発火,粉塵爆発.安
全性評価,爆発特性)
第69巻第9 号 P.813~P.818 燃料・協会誌(1990午)
榎本兵治
中国の石油事恬と水功法技術[石抽技術協会綣,59 (1994) 136~NI]
洪承燮,榎本兵治,新堀雄・ー、千田佶
エネルギー昔弁原開発における水熱反応の利用
第3巻第3 号 P.255~P.263 高圧力の科学と技術(1船4年)
榎本兵治,守谷武彦,木下睦
水熱反応による廃プラスチックの1高度資源化処理 exNook22靡物処理とり
サイクル
一最適環境とりサイクル化社会の実現をめざしてー
P.NO~P.143日刊」ι業新開社(1994午)
榎本兵治
超臨界水による石炭および重質原油の分解処哩
第3巻第2号 P.156~P.162 高圧力の利学と技術(1994年)
守谷武彦,木下睦,榎本兵治
水熱反応を利用した有機廃棄物の資源化処理一その位耀づけと特徴一
V01.16 第2・号 P.23~P.26 エネルギー・資源学会誌 a995午)
榎本兵治
超臨界水によるプラスチック廃棄物のエネルギー資1原化
大学・高専・研究機関の研究情報技術情報誌V01.5
P.6~P.7 財団法人宮城県高度技犲吋辰胴眼オ1寸1(テクノ財けD a995年)
榎本兵治
微生物攻法(その 1)原理
P.246~P.250 1996年5 打石油技術恊会誌第飢巻第3・号
千田佶,榎本兵治,米林英治,大野健三
微生物攻法(その2)ラボ研究
P319~P324 1996年7月石ⅧH支術協会誌第61巻第4・号
米林英治,大野健二,下田佶.榎本兵治
5
6
7
8
9
41
10
11
12
13
4 2
1 4
微 牛 物 攻 法 ( そ の 3 ) フ ィ ー ル ド へ の 適 用
号
P . 4 5 2 ~ P . 4 5 9  1 9 9 6 午 9 月 石 油 技 術 恊 会 i 志 第 6 1 巻 第 5
米 林 英 治 , 大 野 健 二 . 下 田 佶 , 榎 木 兵 治
粉 じ ん 爆 窕 の 防 止
特 集 / 粉 砕 プ ロ セ ス に お け る 安 全 ・ 健 康 問 題 と そ の 対 策
P . 7 9 ~ P , 8 5  1 9 9 6 年 粉 砕 4 0 号 ( 平 成 8 年 )
榎 本 兵 治
微 生 物 攻 法 に 関 す る 研 究 の 現 状 と フ ィ ー ル ド テ ス ト へ の 展 望
P . 4 8 5 ~ P . 4 9 3  四 9 6 年 1 1 月 石 油 技 術 恊 会 誌 第 6 1 巻 第 6
号
米 林 英 治 _ 田 中 充 , 藤 原 手 I W ム . 吉 田 信 一 郎 . 榎 本 兵 治
日 本 粉 イ 本 工 業 技 術 恊 会 規 格 A P S O 0 2 - 1 9 9 1
畔 分 じ ん 爆 発 試 験 方 法 」 の 改 正 規 怜 ( 案 ) に つ い て
P . 5 1 ~ P . 7 3 1 9 9 7 年 粉 体 と 工 業 第 2 9 巻 第 1 2 ・ 弓
榎 本 兵 治
水 熱 反 応 に よ る 廃 プ ラ ス チ ッ ク の 分 解 ( 循 環 型 社 会 を め ざ す 素 材 プ ロ セ ツ シ ン
グ )
P . 5 4 ~ P . 6 0  1 9 9 8 年 1 0 月 金 属  V 0 1 . 6 8  N O . 1 0
守 谷 武 彦 , 榎 木 兵 治
超 臨 界 水 を 利 用 し て オ イ ル サ ン ド 油 を 軽 質 油 に 改 質 す る 技 術 の 開 発
P . 1 4 ~ P . 1 8  2 0 0 3 年 7 月 高 圧 ガ ス  2 0 0 3  V 0 1 . 4 0
榎 本 兵 治 , 木 下 睦
時 評 石 油 学 会 の 役 割
P . 1  ( 8 4 7 )  R E I ' R O T E C H  ぺ ト ロ テ ッ ク 石 油 開 発 ・ 孑 i 油 粘 製 ・ 右 油 化 学
N O V . 2 0 0 4  V O L . 2 7  N O . 1 1
榎 本 兵 治
粉 じ ん 爆 発 試 験 方 法
P . 2 3  1 9 9 1 年 5  打 2 7 日 日 刊 工 業 新 聞
榎 本 兵 治
粉 体 技 術 粉 塵 爆 発 試 験 法 の 規 格 化 の 動 向 と わ が 国 の 国 際 貢 献
災 害 件 数 は 急 激 に 減 少  P 上 の 観 点 か ら も 必 要 に
P . 1 4  1 9 9 8 年 6 月 2 2 日 日 刊 工 業 新 闇
榎 本 兵 治
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